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【序論】

研究目的	 	 	 	 	 	

荘園現在地比定に関する研究における「日本荘園デー
タベース」の位置付けを明らかにすること。中世荘園
と現在の地域とを結びつける手法を確立すること。

研究方法	 	 	 	 	 													

荘園現在地比定に関する主要な研究について、史料と
研究の関係性をまとめる（１章）。それら研究の現在
地比定の論拠を明らかにし（２章）、「日本荘園データ
ベース」を用いたプロット手法を検討する（３章）。

既往研究	 	 	 	 	 												

○庄子幸
こうすけ

佑「現代日本における古代社会の影響に関す
る理論的研究−古代地名の現在地比定の分析を元に
−」（早稲田大学修士論文 ,2014）
　既往研究における古代地名（＝和名抄郷名）の現在
地比定の方法を示し、特に『角川日本地名大辞典』に
ついてその比定精度と比定根拠について分類。〈古代
地名の現在地比定〉を「現代社会と古代社会を空間的
に結びつける行為」と定義づけ、その残存度が地域的
な傾向を持つことを分析により示した。

基礎情報−荘園公領制	 	 	 													

荘園：皇族、貴族、有力社寺が領有した土地
　　　　荘、院、杣、牧、浦、…
公領：朝廷の領有した土地
　　　　郷、保、別府、別名、…

【本論】

1章　荘園現在地比定に関する研究の全体像				

1-2	荘園研究の資料
●各時代の様々な古文書
荘園や郷・保などの実体が分かる文献は少ない。大田
文・図田帳といった土地台帳が現存する地域もある。
主に地域内に残る金石文や公家の日記に見られる断片
的な記述を利用する。
●絵図資料
中世の荘園絵図や近世の村絵図、耕地や水路について
は明治時代の切絵図や地形図を用いる。

●考古学的資料
地形の復原と集落と耕地の復原など。

1-3	荘園の現在地比定に関する研究
清水正健『荘園志料』
清水正健（1856―1934）は明治〜昭和期の歴史学者。
日本全国の荘園を収集した本書は荘園研究において辞
書的な役割を果たしており、「中世史研究者の座右の
書とされている」と評価される。

『角川日本地名大辞典』
1978 年〜 1990 年に角川書店から刊行された地名辞
典。荘園については中世の歴史的行政地名として掲載
され、古代・近世・近現代の地名と並んで記述。

『日本歴史地名大系』
1979 年〜 2005 年に平凡社から刊行された地名辞典
である。荘園については交通と産業に関する地名とし
て掲載され、各市町村の中に五十音順で並べられる地
名の一つとして記述。

「日本荘園データベース」
『荘園史料』をベースに、一部補完しデータベース化、
8974 件を web 公開したもの。
1-4	歴史地図の作成
竹内理三 編『荘園分布図』
荘園分布を全国規模で初めて地図上に記したもの。『荘
園志料』を元に日本全国でプロットを行った。「荘園
志料の誤りを多分に含む」とも評価される。

「日本荘園データベース CD-ROM」
「日本荘園データベース」のデータをもとにして、検
索結果を地図上にプロットできるシステム。現在地
比定可能な各荘園について、[ 参考市町村 ] を一つ付
与し、市町村レベルでのプロットが可能であった。
Windows98 のみ対応。

２章『荘園志料』における現在地比定	

2-2	『荘園志料』の現在地比定における特質
本書の精読により、清水の現在地比定の方法は
・古書旧記から可能な限り荘園や保の名称を収集する
（郷は除く）《収集》
・町村合併以前の郡名・村名に比定する《比定》
・町村名に荘保が残るもののうち、荘名が記録に無い
ものを附載する《推測》
の３段階であることがわかった。
 2-2-2 明治以前の町村制・近世郷
近世の村は「国−郡−藩政村」という枠組みにあった。
複数の村により形成された近世郷は郡と藩政村の中位
単元領域であり、「郷」「荘」「谷」などの名称が見られた。

「中世末期の領域支配の単位として、あるいは共同体
の結合に適した領域としてに意味を有していた郷・荘
は、幕藩体制下においては多くの場合、領域と視点も
実質的意義を失うにいたった。」（山澄元「近世・明治
初期における歴史的領域」『人文地理 第 17 巻 1 号』

（1965）p.25）
2-3-1 比定論拠の分類と分類基準

『荘園志料』記載荘園の所在地比定根拠は、下記８つに分類

された。

　1. 近世郷名を根拠とする（荘園名）

　2. 藩政村名を根拠とする（荘園名）

　3. 藩政村名を根拠とする（史料中の村郷名）

　4. 城址・式内社・山名を根拠とする（荘園名）

　5. 和名抄郷・古代驛名を付記する（荘園名）

　6. 比定に関する記述がない

　7. 近世郷名を参考にする

　8. 近世村名を参考にする

2-3-2 分類結果

３章「日本荘園データベース」を利用した現在地比定

本章では、「日本荘園データベース」の各項目の論拠
を確認し、現在地に結び付ける手法を検討する。
具体的な作成手順について、現在地比定に至る内容を
まとめると以下のようになる。
①『荘園志料』に収録された「荘園」を抽出し、「荘園名」
「領主」「出典」「初見年」「史料村郷名」「比定地の村字名」
などの情報を収録。
②『平安遺文』『鎌倉遺文』などから荘園名を抽出し

論文構成	 	 	 	 	 												

【序論】

研究目的・研究方法・既往研究・基礎事項

【本論】

第１章　荘園現在地比定に関する研究の全体像

　1-1 はじめに

　1-2 荘園研究の資料

　　1-2-1 各時代の様々な古文書

　　1-2-2 絵図資料

　　1-2-3 考古学的資料

　1-3 荘園の現在地比定に関する研究

　　1-3-1 清水正健『荘園志料』

　　1-3-2 『角川日本地名大辞典』

　　1-3-3 『日本歴史地名大系』

　　1-3-4 「日本荘園データベース」

　1-4 歴史地図の作成

　　1-4-1 竹内理三 編『荘園分布図』

　　1-4-2 「日本荘園データベース CD-ROM」

　1-5 各研究の関係

　1-6 小結

２章『荘園志料』における現在地比定（越前）

　2-1 はじめに

　2-2 『荘園志料』の現在地比定における特質

　　2-2-1 清水正健の手法

　　2-2-2 明治以前の町村制・近世郷

　2-3 比定論拠による類型化

　　2-3-1 比定論拠の分類と分類基準

　　2-3-2 結果

　2-4 小結

３章「日本荘園データベース」を利用した現在地比定

　3-1 はじめに

　3-2 「日本荘園データベース」の現在地比定の方法

　　3-2-1 「日本荘園データベース」の手法

　　3-2-2 分類

　3-3「日本荘園データベース」を利用したプロットの作成

　　3-3-1 目的

　　3-3-2 現在住居表示との照合

　　3-3-3 比定手順による分類

　　3-3-4 結果

　3-4 小結

４章　考察：荘園志料と日本荘園データベースの照合

【結論】

参考文献・図版出典

表１：『荘園志料』越前国の比定論拠（筆者作成）

図１：中世荘園地の現在地比定に関する既往研究の関係（筆者作成）
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追加、随時各荘園の情報を増補。
③『角川日本地名大辞典』『日本歴史地名大系』など
で各荘園の比定地を調べ参考市町村を決定。
④点検し修正（体裁・「地元に明るい研究者」による
判断）。
①②は清水的手法であり、『荘園志料』以降に新たに
追加された荘園についても、明治村字名の判明を試み、
清水と同様の現在地比定を行なっている。③④によっ
て既往研究成果を統合し、荘園の存在の妥当性や所在
地などの判断を行なっている。
【明治村字名】が判明しているものの【参考市町村】
が入力されていないものには
　1.	重複コードが設定されている
　2.	荘園の存在が妥当でない
がある。すなわち、【参考市町村】は「日本荘園デー
タベース」による現在地比定とその妥当性の判断結果
である。
3-2-2	分類
【参考市町村】存在が確かだと判断できる荘園（異名・
分割など重複のあるものは代表的なもの１つ）と関連
があると思われる市町村名　　→荘園DBによる選別
【明治村字名】
「清水的手法」により比定された明治以前の近世村名　　　　　　　　　　
	 	 	 　　　→現在の大字を比定可能
【地名辞典】
　既往成果により比定された現在地の情報　　　　　　　　　　　　　　	
	 	 	 　　　→他手法による比定情報
この３情報を組み合わせた下記４つの手順分類によ
り、「日本荘園データベース」を利用した荘園所在地
プロットが作成できる。

４章	考察：荘園志料と日本荘園データベースの照合				

『荘園志料』「日本荘園データベース」は荘園・公領の
うち公領の中でも「郡」「郷」のみを含まない。この
ことから、中世荘園プロットと既往の古代郷プロット
とを重ねることで、古代から継承される「郷」と中世
に開発・再編されていった「荘園」との分布を捉える
ことができた。

	結論		 	 	 	 	 　　　		

中世荘園所在地の現在地比定について、
・各資料による研究成果が「日本荘園データベース」
に集約されていること
・多くが荘園名を根拠に近世郷や藩政村に比定されて
いること
・プロット分布から開発や再編の傾向が見られること
を明らかにした。
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図3：越前国における各荘園のプロット（GoogleMaps 航空写真を用い筆者作成）

図２：「日本荘園データベース」を利用したプロット手法の分類フロー（筆者作成）

表２：「日本荘園データベース」越前国194 荘園のプロット分類別内訳（筆者作成）


